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2025年 5月 19日 
株式会社 JMDC 

 
横須賀市と JMDC、ヘルスケアデータを活用した健康増進に関する 

連携協定を締結 
～ 横須賀市住民の健康増進施策を推進 ～ 

 
横須賀市（市長：上地克明）と株式会社 JMDC（本社：東京都港区、代表取締役社長兼
CEO：野口亮、以下「JMDC」）は、本日、ヘルスケアデータを活用した同市民の健康増進
施策の推進に向けた連携協定を締結いたしましたので、以下のとおりお知らせいたしま
す。 
 
■ 連携の背景・目的 
横須賀市は、2022年度から地区担当保健師による「赤ちゃんから高齢者まで」全世代に向
けたアウトリーチ型の保健活動を開始いたしました。その中で、より多くの市民一人ひと
りに最適な支援を届けるためには、医療、介護、健診などの情報を総合的に把握し、科学
的な分析に基づいたアプローチが不可欠だと感じていました。しかしながら、そこには大
きな課題がありました。支援が必要な方を見つけるためのデータが各所にバラバラに存在
し、また、それらを効果的に分析するノウハウも不足していました。そのため、本当に支
援が必要な市民の方々に、適切なタイミングで手を差し伸べることができていない、とい
う課題に直面しておりました。 
 
JMDCは 2002年の創業以来、健康保険組合を中心とした保険者の保健事業を推進するた
め、保険者が保有するデータの分析サービスを基に、多面的・多角的に健康保険組合およ
びその加入者を支援してまいりました。また、2021年から、自治体における医療費の増
大・健康寿命の延伸といった社会課題の解決に向け、健康保険組合へのサービス提供を通
じて培った知見・ 実績を基に自治体向けの事業部門を発足させ、その取り組みを加速させ
てまいりました。 
 
この度、横須賀市が直面する課題に対し、JMDCが有するヘルスケアデータ解析の知見を
活用することで、同市民の健康増進施策の推進に寄与できると考え、同市との連携協定を
締結する運びとなりました。 
 
■ 連携協定の主な内容 
 ヘルスケアデータを活用した、横須賀市民の健康状態の解析、研究 
 横須賀市民への健康増進施策の立案、実施 
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 今後の展開  
本協定に基づき、横須賀市が保有するデータと JMDCが有する約 2,000万人規模の医療ビ
ッグデータを活用することで、糖尿病の高リスク者を予測するアルゴリズムを構築し、市
民の健康増進に資する施策をより効果的かつ実効的に推進してまいります。 
 
今後も引き続き、JMDC が有する多様なデータを活用したアルゴリズムの開発と社会実装
を通じ、「社会課題に対しデータと ICTの力で解決に取り組むことで、持続可能なヘルスケ
アシステムの実現」という JMDCの描く未来の実現に資する取組を推進してまいります。 
 

【記者会見の様子】 
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【株式会社 JMDCについて】 
医療ビッグデータ業界のパイオニアとして 2002年に設立。独自の匿名化処理技術とデータ
分析集計技術を有しています。15 億 7,300 万件以上のレセプトデータと 7,600 万件以上の
健診データ（2025年 3月時点）の分析に基づく保険者向け保健事業支援、医薬品の安全性
評価や医療経済分析などの情報サービスを展開しています。また、健康度の単一指標（健康
年齢）や健康増進を目的としたWebサービス（Pep Up）など、医療データと解析力で健康
社会の実現に取り組んでいます。 
URL：https://www.jmdc.co.jp/ 
 
【本件に関するお問い合わせ先】 
株式会社 JMDC IR室 
TEL：03-5733-5010 
Email：jmdc-pr@jmdc.co.jp 
（自治体顧客の皆さまは JMDC担当営業までお問い合せください） 
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